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研究成果の概要（和文）：近代に活躍した著名な中国ムスリム学者、王静斎が著した、コーラン（クルアーン）
の漢語注釈、『古蘭経訳解』の内容を、その典拠となったアラビア語・ペルシア語のコーラン注釈と比較しつつ
検討し、とくに次の二つの点を明らかにした。第一に、当該漢語注釈書においてその中国ムスリム学者は、聖戦
や、それによって防衛すべきウンマ（ムスリム共同体）についての教説を、近代の中国社会やイスラーム世界の
歴史的諸状況に応じて、どのように表現したか。第二に、近代イスラーム世界でしばしば批判にさらされた、ス
ーフィズム（イスラーム神秘主義）、とくに聖者崇拝をめぐる問題を、どのように語ったか。

研究成果の概要（英文）：I examined a Koranic exegesis written in Chinese by a famous Chinese Muslim 
scholar flourished during the modern era, named Wang Jingzhai, comparing it with Arabic or Persian 
interpretations he consulted. Then, I elucidated the following two issues: First, how does the 
Chinese Muslim scholar in this Chinese exegesis express doctrines regarding the holy war and the 
Umma (the global Muslim community) defended by it, in accordance with historical conditions of the 
Chinese society and Islamic world during the modern period? Second, how does he state his view about
 Sufism, particularly the saint worship, that was often criticized in the Islamic world during the 
modern period?          

研究分野： 中国イスラーム史

キーワード： アジア・アフリカ史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
中国ムスリムは、中国の社会的現実や思想

的潮流と対話し、西南アジア由来の新しいイ
スラーム思想に反応しつつ、イスラームをい
かに再解釈・展開してきたか？ この問題は、
歴史上に実践されてきた文明間対話の具体
相を問うものとして、国内外の多くの研究者
の関心を集めている。その問題をめぐる前近
代の諸相については、比較的多くのことが解
明されつつある。たとえば、Sachiko Murata, et 
al., The Sage Learning of Liu Zhi: Islamic 
Thought in Confucian Terms 
(Massachusetts-Cambridge and London, 2010)や、
申請者も参加する中国伊斯蘭思想研究会の
発行する『中国伊斯蘭思想研究』1-3 号
（2005-2007 年）は、中国ムスリム学者、劉
智（1724 年以降没）の『天方性理』の訳注を
提示するなかで、彼がイスラームと中国伝統
思想との架橋から、「中国的」イスラームを
いかに再構築したかの一端を浮き彫りにし
ている。また、松本耿郎氏の一連の研究や、
拙著『中華と対話するイスラーム――17-19
世紀中国ムスリムの思想的営為』（京都大学
学術出版会、2013 年）も、劉智やその他の中
国ムスリム学者たちによる、イスラームの再
解釈・中国的展開の諸相を論じている。拙著
は、たとえば、近代のとば口に活躍した、馬
德新（1874 年没）や馬聯元（1903 年没）と
いった学者が、中東のイスラーム改革思想の
影響を受けつつ、離婚や聖戦をめぐるイスラ
ーム法の規定と中国的現実との矛盾解消の
ために、イスラーム法の再解釈に尽力してい
たことを指摘した。 
いっぽう近代、とくに中華民国時代以降に

ついても、当該問題の関連研究として、松本
ますみ「中国イスラーム新文化運動とナショ
ナル・アイデンティティ」（西村成雄編『現
代中国の構造変動３ナショナリズム――歴
史からの接近』東京大学出版会、2000 年）が
ある。同研究によれば、近代中国の代表的な
ムスリム学者、王靜齋（1879-1949）は、折し
も西南アジアで盛り上がりを見せていたイ
スラーム復興運動に想を得て、愛国思想をイ
スラーム信仰の一環とする解釈を提唱し、中
国における国民統合の推進に共鳴した、とい
う。 
しかし、これ以外に、近代の中国ムスリム

による、中国の社会的・思想的趨勢や西南ア
ジアの知的動向に応じたイスラームの再解
釈・展開の実相は、ほとんど明らかにされて
いない。 
たとえば、前掲の拙著『中華と対話するイ

スラーム』で扱ったような、中国ムスリムに
よるイスラーム法と中国的現実の矛盾解消
をめぐる法的解釈努力が、中華民国時代以降
どのように展開されたかは、ほとんど研究さ
れていない。西南アジアにおけるイスラーム
法学者たちの、近代化や世俗化にたいする知
的応答が重要な問題としてしばしば取り上
げられることからすれば、中国ムスリムにも

この種の議論は必要だろう。加えて、中国ム
スリムによるイスラーム法の再解釈の営為
を正確に理解するためには、西南アジアのム
スリム学者たちによる、近代化への対応をめ
ぐる思想的営為の影響を、同時に検討する必
要があるだろう。 
また、勉維霖主編『中国伊斯蘭宗教制度概

論』（寧夏人民出版社、1997 年）や、馬斌「粛
徳珍与伊赫瓦尼教派」朱崇礼主編『伊斯蘭文
化研究』（寧夏人民出版社、1998 年）などは、
近代中国のイスラーム改革主義勢力、イフワ
ーン派が、中国の近代化や西南アジアのイス
ラーム改革運動に反応して、伝統的中国イス
ラームを改革した様子を、ある程度具体的に
論述してはいる。しかしながら、同派の改革
が、西南アジアの数あるイスラーム改革運動
のいずれに端を発し、どのような影響を受け
て派生してきたかは、いまだ究明されていな
い。加えてイフワーン派の改革が、近代化を
目指す中国の世相と具体的にどのように連
動するのかも、十分に吟味されているとは言
い難い。とりわけイフワーン派の重鎮で、先
にも言及した王靜齋は、中国イスラームの近
代化運動と関わりが深いが、彼のイスラーム
改革が、中国の近代的現実への対応という文
脈とどのように絡んでくるのか、具体的には
不明である。イフワーン派は、対抗する保守
派のカディーム派とともに、近代の中国ムス
リム思想界を二分した一大勢力であるにも
かかわらず、その実像が依然不鮮明であると
いう意味からも、以上のような問題の考察は
重要である。 
 
２．研究の目的 
近代中国ムスリムの代表的学者で、イフワ

ーン派の重鎮でもあった王靜齋（1949 年没）
が、中国の現実や西南アジアの新思想にどの
ような応答をなし、いかなるイスラームを再
構築・展開していたかを検討する。それによ
って、中国ムスリムによる文明間対話実践の
一端、とくにその近代的様相の一端を明らか
にする。より具体的には、次の二つの問題に
焦点をあてる。 
第一に、王靜齋は、イスラーム法と中国的

現実の矛盾をいかに解消したか。たとえば、
聖戦に関するイスラーム法の規定をめぐっ
て、王靜齋はどのような解釈を採っていたか。 
第二に、イフワーン派は一般に聖者崇拝や

それと結びついたスーフィズムを厳しく批
判したことで知られるが、王靜齋自身は、そ
れをどのように考えていたのか。 
 
３．研究の方法 
以上の二つの問題を、王靜齋の主著『古蘭

經譯解』（クルアーンの漢語訳注）から読み
解く。すなわち、『古蘭經譯解』の、聖戦や
聖者崇拝に関連する記述を、王靜齋が参照し
ていたアラビア語・ペルシア語のクルアーン
注釈やその他のイスラーム文献と比較する。
それによって、どの解釈がどの典拠（どのよ



うな思想的派別）から採用され、どの典拠の
どの解釈が却下されたか、あるいはどの解釈
が彼の独自のものか、を確認する。そのうえ
で、彼がいかなる歴史的背景や思想的潮流へ
の応答として、特定の解釈を採用したかを探
る。 
 
４．研究成果 
【１】 
『古蘭經譯解』における聖戦をめぐる解釈

として、それと密接に関わるウンマ umma
（ムスリム共同体）についての記述を分析し
た。そしてその成果を、2015 年 1 月 14 日に
National University of Singapore で開催された
国 際 学 会 、 Wild Spaces and Islamic 
Cosmopolitanism in Asia において口頭発表し
た［学会発表③］。また、その際に提出した
フルペーパーをもとに原稿を作成し、現在出
版計画中の論文集に寄稿した。その概要は以
下のとおりである。 
第一に、『古蘭經譯解』の三つの版本（1926

年ごろ完成の甲本、1937 年から 38 年にかけ
て作成された乙本、1938 年作成開始、1946
年刊行の丙本）を、そのアラビア語・ペルシ
ア語原典と比較しつつ、王靜齋のウンマに関
する観念を析出した。まず、『古蘭經譯解』
の典拠の一つ、バイダーウィー（al-Bayḍāwī, 
d.1286）のクルアーン注釈『啓示の諸光と解
釈 の 諸 神 秘 （ Anwār al-tanzīl wa asrār 
al-ta’wīl）』（第 23 章第 52 節の注釈部分）は、
ウンマを「統一された教え」と「単一の共同
体」の意味で解しているにもかかわらず、『古
蘭經譯解』の三版はいずれも、ウンマを「統
一された教え」の意味に限定して翻訳してい
ることを明らかにした。そして、この差異は、
王靜齋が、中国ナショナリズムへの配慮から、
国民国家の枠を越えて全世界のムスリムを
一つの共同体（ウンマ）と表明することを忌
避した結果である、と結論づけた。 
また、『古蘭經譯解』の甲本と乙本は、第 3

章第 110 節に現れる「ウンマ」の語を「民族」
と翻訳している一方で、丙本はそれを「群衆」
と翻訳していること、その差異もまた、中国
ナショナリズムへの配慮の結果であったこ
と、とくに 1939 年 7 月に、蔣介石が中国ム
スリムを「回族」という一つの民族と見なす
ことを禁じたことに呼応するものであった
と論じた。 
なお、中国では、20 世紀初頭においてすで

に、汎イスラーム主義（当時は、オスマン朝
のスルタン・カリフの権威下にウンマを統合
しようとするそれ）が知られていた形跡があ
る［図書①］。 
第二に、『古蘭經譯解』の三つの版本から、

彼の「イスラームの家」に関する言説の変遷
を確認した。まず、クルアーン第 4 章第 97-99
節の注釈部分で、乙本と丙本は、中国を「回
教國」とし、そこからの「移住」を不必要と
するが、この解説は甲本には見えない、とい
うことを指摘した。そして、この変遷は、王

靜齋が、中国ムスリムのあいだで唱えられて
いた抗日戦争を「防衛ジハード」とする言説
に呼応して、中国を「イスラームの家」とみ
なそうとしたことを意味する、と結論づけた。 
なお、1905 年に中国ムスリム学者、馬安

義によって著されたアラビア語作品『信仰の
確定（Taḥqīq al-īmān）』では、中国は「戦争
の家」とされている（それゆえに中国ムスリ
ムにとっては清朝皇帝に服従することが義
務となると論じられる）［雑誌論文①；学会
発表①⑤；図書②］。王靜齋が中国を「イス
ラームの家」としたのは、中国ムスリム思想
史上、新しい展開であった。 
以上まとめると、次のように言える。すな

わち、日中戦争中に作成された王靜齋『古蘭
經譯解』乙本・丙本では、中国ムスリムに、
「中華民族」の一員として抗日戦争に積極参
加することを鼓舞するために、中国が「イス
ラームの家」とされ、抗日戦争が「防衛ジハ
ード」と位置付けられた。いっぽうで、本来
「防衛ジハード」によって守られるべき「イ
スラームの家」の領有者であるウンマ（国民
国家の枠を超えたムスリム共同体）の存在は、
中国ムスリムの「中華民族」への排他的帰属
を危うくするものとして曖昧化された。 
以上に加えて、近代中国ムスリム知識人が

執筆・購読した代表的な定期刊行物『月華』
の分析から、王靜齋によるクルアーン翻訳・
注釈を、当時の中国ムスリムの言説空間に位
置づけることを試みた。結果、『月華』では、
蔣介石の同化政策が顕著となる 1939 年 7 月
以降、それに対抗するかのように、中国ムス
リムを、国民国家を越えたムスリム共同体
（ウンマ）の一部とするような言説が現われ
るようになることが判明した。すなわち、ム
スリム共同体を帝国主義から防衛する方法
として、中国ムスリムと世界のムスリムの直
接的連携が主張され、その最初のステップに
抗日戦争が位置づけられるようになるので
ある。そして、このような当時の論調に照ら
せば、王靜齋は、ムスリム共同体の存在を認
めなかった点で際立つことが明らかとなっ
た。 
 
【２】 
 ［学会発表③］の後、その議論を補強する、
以下のような成果を出した。 
（１）日中戦争以前に刊行された『古蘭經譯
解』甲本では、ウンマが「民族」と訳されて
いた。これが選択的・意識的な翻訳であった
こと（つまりは、乙本・丙本でウンマが「民
族」と訳されなかったことも選択的・意識的
な措置であったこと）を、先行するクルアー
ン漢訳、鐵錚『可蘭經』や姫覺彌『漢譯古蘭
經』、およびその原典となった坂本健一の和
訳や Rodwell の英訳との比較から明らかにし
た。［学会発表⑥］ 
（２）また、王靜齋が主宰した定期刊行物『伊
光』にも、世界中のムスリムを「中華民族」
に比肩するような一つの「民族」とみなすこ



とへの反対意見がみえること、つまりはトラ
ンス・ナショナルなウンマの存在を曖昧化す
るような言説がみえることを指摘した。［図
書③］ 
 
【３】 
王靜齋のウンマ理解を相対化すべく、前近

代中国ムスリムのウンマ観念についても調
査した。具体的には、ウンマの存在を前提と
する、かつそれを実質化する、イスラーム法
学の「集団的義務」の観念が、彼らのあいだ
でどのように表現されたかを検討し、以下の
ようなひとまずの結論を得た［図書④］。す
なわち、前近代中国ムスリムがイスラームを
「聖人」の「教」として表現する際、ウンマ
全体に課される「集団的義務」は、個人の倫
理規範に還元されて説明された。その原因は、
ウンマや「集団的義務」の内在的論理――そ
の未遂はムスリム共同体全体の罪となると
いう、集団の善悪（救済される社会、されな
い社会）の観念――が、中国伝統思想に照ら
して説明できなかったからだろう。儒教にも、
善なる社会を築こうとする「治国平天下」の
理念はあったが、それはあくまで個人の修養
（格物致知、誠意正心、修身斉家）の延長で
しかなかったのではないか。 
 
【４】 
王靜齋『古蘭經譯解』におけるスーフィズ

ムについての解釈を検討し、彼がスーフィズ
ムをめぐる中国ムスリムの伝統的解釈やイ
スラーム世界の思想潮流にどのように反応
していたかを探った。それにより、イフワー
ン派による中国イスラーム改革の実態の一
端に迫った。結果、彼がスーフィズムに親和
的な解釈をほとんど採っていなかったこと、
とくに聖者崇拝には激烈に反対していたこ
と、その批判の際の典拠としてアールースィ
ー（Shihāb al-Dīn al-Ālūsī, d.1854）のクルアー
ン注釈『意味の霊魂（Rūḥ al-ma‘ānī）』（アラ
ビア語）を利用していたことを、明らかにし
た。アールースィーは、サラフィー主義の先
駆者であり、『意味の霊魂』は 20 世紀になっ
て中国に伝来したと考えられる。 
また、20 世紀以前から中国ムスリムのあい

だに流布していたブルセヴィー（Bursawī, 
d.1728）『名称の霊魂（Rūḥ al-bayān）』（アラ
ビア語）やカーシフィー（Kāshifī, d.1504）『高
貴な贈り物（Mawāhib al-‘ālyyia）』（ペルシア
語）にみえる、聖者崇拝を必ずしも否定して
いないような記述を、王靜齋が微妙に改変し
て、反聖者崇拝の権威的言説として援用して
いたことを、発見した。 
加えて、イブン・アラビー（Ibn ‘Arabī, 

d.1240）のスーフィズム思想にもとづく独特
の来世論が、19 世紀の著名な中国ムスリム学
者馬徳新（1874 年没）によって中国イスラー
ムの思想空間に導入されたこと［学会発表
⑦；雑誌論文②］、しかしそれは『古蘭經譯
解』には継承されなかったことを確認した。 
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